
市役所からのHOT LINE
　

市
は「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
２
０
２
２
」（
岩
手
朝

日
テ
レ
ビ
主
催
）へ
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
申
し
込
み
後
は
事

前
協
議
を
設
け
、
注
意
事
項
の
説

明
や
ど
の
よ
う
な
内
容
で
制
作
を

検
討
し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り
を

行
い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た

15
秒
の
Ｃ
Ｍ
で
、テ
ー
マ
は
問
い
ま

せ
ん
が
、未
発
表
の
作
品

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書

の
提
出
❷
事
前
協
議
❸
作
品
提
出

❹
市
の
代
表
作
品
選
考
会
❺
番
組

収
録
に
出
場

■
参
加
申
込
期
限　
７
月
１
日
㈮

■
事
前
協
議
日
時　
７
月
４
日
㈪

か
ら
７
日
㈭
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限

９
月
29
日
㈭

■
規
格　
Ｈ
Ｄ（
16
：
９
）を
基
本

と
し
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日

11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬

■
番
組
収
録
場
所　
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通

商
品
券（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最

大
で
２
万
円
分
）を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
３
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
対
象
と
な
る
人
で
、
ま
だ
請

求
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
令
和
２
年
４
月
１
日

時
点
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
居
な
い
場

合
で
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺

族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
者
１
人

❶
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

❷
戦
没
者
の
子

❸
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
す
る
な

ど
の
要
件
に
よ
り
順
番
の
入
れ
替

わ
り
有
り
）

❹
❶
〜
❸
以
外
の
戦
没
者
の
三
親

等
内
の
親
族（
戦
没
者
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
す
る
）

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限

５
年
３
月
31
日
㈮

■
請
求
窓
口

市
役
所
地
域
福
祉

課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

子
育
て
支
援
員
の
知
識
や

技
能
を
修
得
す
る
機
会

市
は
滝
沢
市
、
矢
巾
町
、
雫
石

町
の
４
市
町
合
同
で
子
育
て
支
援

員
研
修（
地
域
保
育
コ
ー
ス
）を
行

い
ま
す
。

■
対
象　
地
域
に
お
い
て
子
育
て

支
援
の
仕
事
に
関
心
を
持
ち
、
家

庭
的
保
育
事
業
な
ど
へ
の
従
事
を

希
望
す
る
、
ま
た
は
既
に
従
事
し

て
い
る
市
内
在
住
の
人

■
日
時

▼
講
義　

７
月
30
日
、
８
月
６

日
、
８
月
20
日
、
８
月
27
日
、

10
月
１
日
の
全
５
回
。
い
ず
れ

も
土
曜
日
午
前
９
時
半
か
ら
午

後
４
時
半
ま
で

▼
見
学
実
習

８
、
９
月
中
の
２

日
間
実
施
。
日
程
は
受
講
決
定
後

に
調
整
し
ま
す
。
※
資
格
、
職
歴

に
応
じ
て
一
部
受
講
免
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　
矢
巾
町
公
民
館

■
費
用　
２
７
５
０
円
の
テ
キ
ス

ト
を
各
自
で
準
備

■
募
集
人
数　
３
人（
本
市
分
）

■
申
込
期
限　
６
月
30
日
㈭

■
申
し
込
み
方
法　
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
地
域
福
祉
課
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉

課
児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１

０
３
）

企
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
▼
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
後
に
お
い
て
も
継
続

的
に
情
報
提
供
及
び
個
別
相
談
を

行
う
な
ど
の
支
援
が
あ
る
こ
と
▼

営
利
目
的
で
な
い
こ
と

■
補
助
限
度
額

20
万
円

■
提
出
書
類　
事
業
計
画
書
、
収

支
予
算
書
、
団
体
調
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

　
市
は
市
内
に
お
い
て
結
婚
を
望

む
男
女
の
出
会
い
の
場
を
積
極
的

に
支
援
す
る
団
体
に
補
助
し
ま
す
。

地
域
、
職
場・
団
体
や
サ
ー
ク
ル

で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
補
助
対
象　
次
の
要
件
を
満
た

す
団
体

❶
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

者
で
組
織
さ
れ
る
団
体
で
あ
る

❷
団
体
の
代
表
者
が
成
人
で
あ
る

■
補
助
事
業　
▼
独
身
の
男
女
が

出
会
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

出
会
い
を
支
援
す
る

団
体
に
補
助
し
ま
す

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）

コ
ミ
バ
ス
利
用
料
を

減
免
し
て
い
ま
す

市
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用

料
を
半
額
に
減
免
し
て
い
ま
す
。

❶
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る

❷
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

❸
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

❹
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
諸

施
設
に
よ
り
養
護
な
ど
を
受
け

て
い
る

❺
常
時
介
護
ま
た
は
養
護
な
ど
を

要
す
る
❶
か
ら
❹
ま
で
に
掲
げ
る

人
の
介
護
ま
た
は
養
護
を
行
う

❻
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る（
最
初
の
交
付
日
か
ら

１
年
間
に
限
る
。）※
運
転
免
許
証

の
返
納
時
に
証
明
書
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
し
た
な
ど
の
際
に
は
、

忘
れ
ず
市
民
課
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

計
算
す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
と
、
正
し
い
算

定
が
で
き
な
い
ほ
か
、
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
国
保
税
の
減
免
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
事
業
・
給
与
な
ど
の

収
入
が
前
年
よ
り
一
定
割
合
減
少

し
た
世
帯
な
ど
に
対
し
て
国
保
税

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

　
市
内
で
下
水
道
本
管
の
詰
ま
り

が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
洗

ト
イ
レ
に
紙
お
む
つ
や
生
理
用

品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
水
に
溶
け
に
く

い
も
の
を
流
す
と
、
詰
ま
り
に
よ

り
水
洗
ト
イ
レ
の
水
が
逆
流
し
た

り
、
下
水
道
施
設
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け

や
す
い
も
の
以
外
は
流
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

維
持
管
理
係（
内
線
・
１
２
７
７
）

水
洗
ト
イ
レ
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
市
は
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担

の
軽
減
の
た
め
、
新
婚
世
帯
に
対

し
、新
生
活
の
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
か
ら
❽

ま
で
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

❶
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
５
年

３
月
31
日
㈮
ま
で
の
期
間
に
入
籍

し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
４
０
０
万

円
（
年
収
に
換
算
す
る
と
約

５
４
０
万
円
）未
満

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に

よ
る
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い

❺
市
税
・
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❻
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受

給
し
て
い
な
い

❼
夫
婦
と
も
婚
姻
日
時
点
の
年
齢

が
39
歳
以
下

❽
市
が
指
定
す
る
家
事
育
児
参

画
促
進
講
座
を
受
講
し
て
い
る

■
補
助
対
象
期
間
４
年
１
月
１

日
か
ら
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象
期

間
に
要
し
た
次
の
❶
及
び
❷
の
費

用（
上
限
30
万
円
。夫
婦
と
も
婚
姻

日
の
年
齢
が
29
歳
以
下
の
場
合
は

新
婚
世
帯
に
対
し
新
生
活

の
費
用
を
支
援
し
ま
す

上
限
60
万
円
）

❶
住
宅
取
得
・
住
宅
賃
貸・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
費
用（
※
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

❷
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、

引
っ
越
し
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
費
用

■
申
請
期
限　
令
和
５
年
３
月
31

日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係
（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
伐
採

を
開
始
す
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま

で
に
、林
地
開
発（
１
㌶
以
上
）を
す

る
と
き
は
事
前
に
届
け
出
や
許
可

申
請
の
各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
本
年
度
か
ら
伐
採
届
の
様
式
が

変
わ
り
、ま
た
伐
採
終
了
後
に
報
告

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
課
ま

た
は
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

立
木
の
伐
採
＝
農
林
課
林
業

森
林
の
伐
採
と
林
地
開
発

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す

係
（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

▼
保
安
林
で
の
立
木
の
伐
採

や
土
地
の
形
質
の
変
更
＝
盛

岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・
６
２
９・
６
６
１
５
）

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

１
㌶
を
超
え
る
開
発
行
為
＝

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・６
２
９・６
６
１
６
）

を
減
免
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は

７
月
号
の
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資

格　

市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・

内
線
１
０
７
７
）▼
国
保
の
税
額　

税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線
１

１
２
７
）
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市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
市
は
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上

と
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
及

び
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
住
宅
水
洗
化
工
事
費
に
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
必
ず
工
事
着
手

前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上
を
所
有

し
、
自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

同
一
に
す
る
親
族
が
延
べ
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
居
住
し
て
い
る

市
内
の
住
宅
▼
過
去
に
同
助
成
を

受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事

▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便
槽
ま
た

は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
処

理
施
設
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
接

続
す
る
工
事
と
そ
れ
に
伴
う
増
改

築
工
事
▼
対
象
工
事
に
要
す
る
経

費
が
10
万
円
以
上
の
工
事
▼
集
合

住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工

事
▼
増
築
の
場
合
は
、
増
築
面
積

が
10
平
方
㍍
以
下
の
工
事
▼
施
工

業
者（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）

が
施
工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事
▼
令
和

５
年
３
月
20
日
㈪
ま
で
に
完
了
報

告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
助
成
金
の
交
付
請

求
時
に
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
人
▼
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人
▼
過
去
に
助
成
を
受

け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し

た
経
費
の
５
分
の
１
以
内
の
額

（
上
限
10
万
円
）

※
市
共
通
商
品
券
で
交
付

住
宅
水
洗
化
工
事
に
助
成

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

環
境
基
本
法
で「
環
境
の
日
」を
定

め
、
６
月
を
環
境
月
間
と
し
て
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
月
間
を
き
っ
か
け
に
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
環
境
基
本
計
画
の
概
要
や
基
本

方
針
ご
と
の
取
り
組
み
例
を
５

月
号（
№
３
２
３
）で
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境

衛
生
係（
内
線
・
１
０
６
９
）

６
月
は
環
境
月
間
で
す

■
申
請
期
限　
１
月
31
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

維
持
管
理
係（
☎・内
線
１
２
７
８
）

皆さんの「知りたい」「聞きたい」に応えます！令和４年度もまちづくり出前講座を開催　

　市は日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため「まちづくり出前講座」を開講して
います。市政全般をはじめ、健康に関することな
ど、幅広いメニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤ま
たは通学しているおおむね10人以上の団体であれ
ば申し込みできます。講座一覧表の中から希望の講
座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受講希望
日の2週間前までに申込書を提出してください。そ
の後、日程などを調整します。
■その他 ▶出前講座の開催時間は2時間以内で、
開催場所は原則、市内に限ります ▶材料費などが
必要な場合は、受講者負担となります ▶新型コロ

No 出前講座名【所要時間】 担当課 内線番号

1 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1201

２ 防災講座【30分～120分】 防災安全課 1262

３ 交通・防犯講座【30分～60分】 防災安全課 1265

4 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 まちづくり推進課 1455

5 八幡平市の公共交通政策について【60分】 まちづくり推進課 1453

６ 八幡平市公式LINEについて【40分】 まちづくり推進課 1455

７ ～家への愛情を未来につなぐ～空き家にしないそのために【40分】 まちづくり推進課 1456

8 みんなが進める男女共同参画【60分】 文化スポーツ課 1142

９ 気軽にスポーツはじめてみませんか？【60分～120分】 文化スポーツ課 1147

10 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1313

11 ごみを減らそう！分別しよう！【30分】 市民課 1068

12 食品ロス削減のために、できることから始めよう【30分】 市民課 1068

13 国民健康保険の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

14 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】 市民課 1073

15 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1066

16 みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【30分】 市民課 1069

17 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分～ 90分】 健康福祉課 1088

18 知っておこう！備えておこう！成年後見制度【30分～60分】 健康福祉課 1086

19 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1091

20 障がい者の日常生活を支えるためにできること【30分～60分】 地域福祉課 1108

21 よくわかる！子育て支援制度【30分～60分】 地域福祉課 1101

ナウイルス感染症対策を考慮した上で講座を実施し
てください。
■問い合わせ先 文化スポーツ課生涯学習係（☎・
内線1144）

 令和３年度ニュースポーツ教室の様子

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
故
工
藤
修
様
…
４
月
８
日
、
市

の
発
展
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

遺
志
に
よ
り
4
０
１
１
万
１
４
９

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
工
藤
様
は
平
成
19
年
か
ら
４
年

間
、
八
幡
平
ふ
る
さ
と
会
の
会
長

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
ア
ク
セ
リ
ア
㈱
様
…
３
月
28
日
、

市
が
地
域
再
生
を
図
る
た
め
に
行

う
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

２
０
０
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かかりつ
け医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜間・休
日で相談先に困る場合は、受診・相談セ
ンターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に電話
相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 019-651-
3175）
▶一般相談窓口（☎ 019-629-6085）

を
務
め
、
市
の
発
展
に
寄
与
し
ま

し
た
。
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